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ロジックモデルの考え方

• どこまでを評価の対象とするか（評価の範囲）
− アウトカム（短期/長期）やステークホルダー等について、範囲を決める
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当該事業の結果として生じたアウトカム

対象者以外に
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短期の変化 長期の変化

アウトカムの範囲のイメージ

 把握しようとするアウトカムが、⻑期・広範になるほど、困難度は増加する
 評価の⽬的や外部からのニーズ、組織が有する資源等を踏まえ、どこまでを評価の対象

とするか検討する
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具体例

セミナー企画

専門スタッフ
育成

セミナー開催
回数

専門スタッフ
育成人数

市民の予防
意識向上

初期段階での
疾患発見

アクティビティ
（活動）

インプット アウトプット （短期）

資金、施設

専門スタッフ

健康寿命の延伸

労働人口の増加

医療費の減少

（長期）

従来、行われてきた「評価」の範囲

アウトカムアウトカム

ロジックモデルのイメージ（成人病予防事業のケース）
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2017.11.28 J&J NPOパートナーシップデイ講演時の
⽇本ファンドレイジング協会 鴨崎様 作成資料引⽤


